
今
年
は
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
日
本

殉
教
者
列
福
を
迎
え
る
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。
四
国
関
係
の
福
者
が
公
式

に
は
い
ま
せ
ん
が
、
結
城
了
雪
神

父
な
ど
は
れ
っ
き
と
し
た
四
国
出

身
の
殉
教
者
で
す
。
ま
た
高
知
出

身
の
田
中
夫
妻
も
二
〇
五
福
者
の

一
人
で
あ
り
、
パ
ウ
ロ
三
木
、
伊

予
徳
運
神
父
と
い
っ
た
人
た
ち
も

私
た
ち
の
郷
土
の
殉
教
者
で
す
。

讃
岐
で
は
石
原
孫
右
衛
門
な
ど
が

い
ま
す
。
東
北
の
会
津
で
殉
教
し

た
人
た
ち
の
中
に
愛
媛
出
身
の
人

た
ち
が
い
ま
す
。
私
は
仙
台
に
い

た
関
係
で
、
東
北
で
働
い
た
司
祭

た
ち
の
伝
記
は
殆
ど
書
き
上
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
四
国
で
働

い
た
人
も
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
四

国
に
い
る
の
で
、
今
は
昔
四
国
で

宣
教
し
た
司
祭
た
ち
の
生
涯
を
書

く
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。
要
す

る
に
殉
教
者
の
こ
と
を
知
る
と
い

う
こ
と
が
ま
ず
第
一
で
す
。

高
松
教
区
で
も
、
複
数
の
講
師

に
依
頼
し
て
一
月
か
ら
一
年
間
を

通
し
て
講
演
会
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
と
い
う
と
聞
く
だ
け

に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
列
福
は
単
に
勉
強
す
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
殉
教
者

が
投
げ
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
止

め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
年
は
日
本
全
国
で
殉
教
者
を
讃
え

る
講
演
会
や
殉
教
祭
が
開
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
単
な

る
お
祭
り
騒
ぎ
、
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
に

終
わ
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
の
が
、
私

た
ち
司
教
団
の
希
望
で
す
。
殉
教
祭
を

高
松
教
区
が
企
画
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
知
恵
を
出
し
合
っ
た
な
ら
私

た
ち
の
教
区
に
お
い
て
も
実
現
す
る
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
可
能
性

に
つ
い
て
信
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
も
意
見

を
ど
し
ど
し
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
ま
ず
は
、
長
崎
巡
礼
を

ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
か
は
当
面
の
課

題
で
す
。
こ
れ
も
単
な
る
巡
礼
に
し
な

い
で
、
知
識
を
深
め
、
殉
教
者
が
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
を
理
解

す
る
巡
礼
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

殉
教
者
が
現
代
に
投
げ
か
け
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
一
年
間

「
福
音
宣
教
」
誌
に
、
殉
教
者
の
伝
記

を
連
載
し
て
お
り
ま
す
。
殉
教
の
意
味

を
理
解
す
る
の
に
役
立
つ
材
料
に
し
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
現
代
の
諸
問

題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
四
〇
〇
年
前

に
生
き
、
亡
く
な
っ
た
信
仰
者
た
ち
の

姿
を
描
き
出
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
彼
ら
も
私
た
ち
と
同
じ
く
時
代
の

矛
盾
と
悲
し
み
を
し
っ
か
り
と
生
き
た

人
た
ち
で
し
た
。
同
様
に
家
庭
を
愛
し
、

自
然
を
愛
で
、
人
を
い
つ
く
し
み
、
精

一
杯
自
分
に
与
え
ら
れ
た
生
を
生
き
抜

い
た
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
過
去
の

出
来
事
を
単
に
過
去
の
出
来
事
に
と
ど

め
る
の
で
は
な
く
、
現
代
に
生
き
て
い

る
私
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受

け
止
め
て
い
く
の
で
す
。

歴
史
は
単
な
る
過
去
の
思
い
出
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
は
現
代
に
対
し
て

絶
え
ず
警
告
を
放
っ
て
い
る
の
で
す
。

問
題
は
、
私
た
ち
が
そ
の
警
告
を
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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は
ば
た
き

救
い
主
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
と

の
報
に
接
し
、
は
る
か
東
方
の
三
人

の
博
士
が
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
へ
携
え
て
行

き
、
幼
子
イ
エ
ス
に
捧
げ
た
品
は
何

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
乳
香
や
没
薬

と
と
も
に
、
富
の
象
徴
で
あ
る
黄
金

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
ね
▼
黄
金
は

最
も
輝
か
し
い
金
属
で
す
が
、
私
た

ち
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
与
え
ら
れ
た

試
練
を
練
達
に
よ
り
克
服
し
た
後
に

得
る
こ
と
の
で
き
る
最
上
の
富
、
信

仰
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
▼
コ
ラ
ム

子
の
暮
ら
す
高
知
県
香
長
平
野
で

は
、
三
月
下
旬
に
早
々
と
田
植
え
を

済
ま
せ
、
早
場
米
と
し
て
の
価
値
を

付
加
し
市
場
に
送
り
出
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
他
県
よ
り
一
足
早

く
黄
金
色
の
風
景
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
商
品
名
と
し
て
各
地

の
黄
金
米
も
い
ろ
い
ろ
と
出
回
っ
て

い
ま
す
ね
▼
輸
入
品
・
国
産
品
に
限

ら
ず
、
次
々
と
発
生
・
発
覚
し
た
食

を
取
り
巻
く
事
故
、
事
件
を
き
っ
か

け
に
、
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る

声
高
な
要
求
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

単
に
食
料
生
産
の
術
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
市
場
経
済
の
尺
度
で
は
測
り

得
な
い
心
の
渇
き
を
潤
す
場
と
し
て

も
農
の
価
値
を
再
認
識
し
て
頂
き
た

い
も
の
で
す
▼
皆
さ
ん
は
、
今
年
の

黄
金
週
間
を
如
何
お
過
ご
し
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。

カトリック
高松教区報

主な記事

２面 司祭異動

２～４面 委員会報告

４～５面 受洗者喜びの声

５面 医療のともしび

６～８面 地区だより

９面 転入者の紹介

10面 お知らせコーナー

「殉教者の霊性」講座
（四国カトリック会館）

一
八
八
日
本
殉
教
者
列
福
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

高
松
教
区
長

溝
部

脩

殉教者が投げかけるメッセージを受け止めよう



司
祭
評
議
会
報
告

宣
教
・
殉
教
者
の
足
跡
に
倣
う

事
務
局
長

西
川
康
廣
助
祭

三
月
四
日
（
火
）
、
三
月
定
例
司
祭
評
議

会
を
開
催
。
主
な
議
題
は
次
の
通
り
。

①
全
司
祭
集
会
in
池
田
（
二
月
二
八
日
）
の

振
り
返
り

②
教
区
財
政
（
二
〇
〇
七
年
度
仮
決
算
と
二

〇
〇
八
年
度
予
算
案
）

③
長
崎
列
福
式
企
画

④
二
〇
〇
八
年
「
教
区
民
の
集
い
」
開
催
に

向
け
て

①
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
司
教
団
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
質
問
状
へ
の
回
答
、
即
ち
「
（
イ

）
ナ
イ
ス
か
ら
二
〇
年
経
過
し
た
今
、
教
区

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
反
響
、
問
題
、
課
題

が
あ
る
か
。
（
ロ
）
司
教
団
文
書
『
と
も
に

喜
び
を
も
っ
て
生
き
よ
う
』
の
精
神
を
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
る
か
。
」
に
回
答
す
る
た

め
、
一
月
か
ら
準
備
し
て
き
た
各
小
教
区･

地
区
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
を
司
祭
集
会
で

取
り
扱
っ
た
。
現
場
か
ら
吸
い
上
げ
た
声
を

持
ち
寄
り
、
更
に
全
司
祭
集
会
で
ナ
イ
ス
の

精
神
を
再
度
学
び
直
し
、
分
ち
合
い
を
通
し

て
今
後
の
教
区
課
題
に
関
す
る
共
通
認
識
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

②
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
収
入
面
で
教
区

民
に
よ
る
教
区
維
持
献
金
と
司
教
、
司
祭
、

宣
教
会
か
ら
の
特
別
献
金
が
大
き
な
柱
と
な
っ

て
い
る
が
、
バ
ラ
ン
ス
的
に
は
司
教
、
司
祭

へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
い
か
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
収
入
の
安
定
的
な
増
額
を
図
っ
て
い

く
か
が
、
今
後
の
教
区
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。③

に
つ
い
て
は
、
長
崎
列
福
式
参
加
だ
け

で
な
く
、
そ
の
準
備
と
し
て
巡
礼
を
志
し
な

が
ら
列
福
式
に
臨
む
よ
う
企
画
し
た
。
巡
礼

実
行
委
員
会
は
見
積
も
り
を
含
め
た
旅
程
を

作
成
し
、
既
に
第
一
次
募
集
を
開
始
し
、
四

月
末
日
に
は
高
松
教
区
参
加
人
数
を
長
崎
に

提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
司
祭
評
議
会･

宣
教
司

牧
評
議
会
で
は
、
概
ね
承
認
し
た
が
二
〇
〇

八
年
度
の
教
区
予
定
が
過
密
で
あ
る
こ
と
と

予
算
獲
得
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

人
権
を
考
え
る
委
員
会

Sr
メ
リ
ー
・
ギ
リ
ス

二
〇
〇
七
年
活
動
報
告

①
委
員
会
発
足
に
つ
い
て

第
一
回

二
〇
〇
七
年
一
月
一
九
日(
金)

溝
部
司
教
に
よ
る
発
足
の
趣
旨
説
明
。

・
委
員
＝
岡
淑
子
氏
、
尾
崎
寿
一
氏
、
尾
崎

富
江
氏
、
高
木
マ
リ
ト
ス
氏
、
ネ
ル
ソ
ン

神
父
、
ブ
ラ
ッ
ド
リ
神
父
、
マ
ヘ
ル
・
ウ

イ
リ
ア
ム
神
父
、
ロ
メ
オ
神
父
、
Sr
ギ
リ

ス
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
か
ら
は
中
越
恵

美
氏
も
委
員
に
な
っ
た
。
）

・
「
人
権
を
考
え
る
委
員
会
」
と
し
て
委
員

全
員
が
社
会
司
教
委
員
会
の
す
べ
て
に
関

わ
る
が
、
特
に
担
当
す
る
分
野
は
次
の
と

お
り
。

「
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
」
ロ
メ
オ
神

父
、
尾
崎
寿
一
氏
、
高
木
マ
リ
ト
ス

氏
、

「
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
」
ネ
ル
ソ
ン
神
父
、

尾
崎
富
江
氏

「
正
義
と
平
和
協
議
会
」
ブ
ラ
ッ
ド
リ
神

父
、
中
越
氏
、
Sr
ギ
リ
ス

「
部
落
問
題
委
員
会
」
マ
ヘ
ル
神
父
、
岡

淑
子
氏

②
研
修
会

二
〇
〇
七
年
三
月
九
日
社
会
問
題
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
さ
い
た
ま
教
区
谷
大
二

司
教
様
を
お
迎
え
し
て
一
日
研
修
を
し
た
。

高
松
教
区
の
活
動
を
具
体
的
に
考
え
る
た

め
非
常
に
充
実
し
た
研
修
だ
っ
た
。

③
外
国
人
司
牧

・
統
計
的
に
見
れ
ば
約
五
千
人
の
外
国
人
信

徒
が
四
国
に
在
住
し
て
い
る
。

・
そ
の
方
々
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
何

で
あ
る
か
を
探
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

作
成
し
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
に
翻
訳
し
、
近
い

う
ち
に
各
小
教
区
を
通
し
て
外
国
人
に
依

頼
す
る
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
な
が
ら
、
他
の

教
区
の
取
り
組
み
を
参
考
に
高
松
教
区
で

で
き
る
活
動
を
決
め
る
。

④
平
和
旬
間

・
祈
り
の
リ
レ
ー
、
講
演
会
（
太
田
道
子
氏
）

平
和
の
ミ
サ
を
行
っ
た
。

・
他
の
団
体
の
計
画
に
も
協
力
し
た
。
特
に

広
島
で
の
「
平
和
行
進
」
と
青
少
年
委
員

会
の
「
徳
島
『
歌
っ
て
、
踊
っ
て
平
和
を

語
ろ
う
！
』
」
の
参
加
。

二
〇
〇
八
年
活
動
計
画

①
外
国
人
司
牧
を
優
先
課
題
と
す
る
。

②
平
和
旬
間
の
行
事
を
工
夫
し
、
教
区
全
体

が
参
加
で
き
る
形
に
す
る
。

③
二
〇
〇
九
年
担
当
す
る
「
正
義
と
平
和
全

国
集
会
」
を
準
備
す
る
。
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委

員

会

報

告

二
〇
〇
八
年
度
の
司
祭
人
事
異
動
を
発
表
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
四
月
一
日
に
新
任
地
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
リ
ペ
・
ミ
ゲ
レ
ス
師
（
松
山
・
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
）
＝
今
治
教
会
へ

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
サ
イ
ズ
師
（
韓
国･

ソ
ウ
ル
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
）
＝
道
後
教
会
へ

村
上
康
助
師
（
今
治
教
会
）
＝
善
通
寺
教
会
へ

イ
ス
マ
エ
ル
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
師
（
善
通
寺
教
会
）
＝
坂
出
教
会
へ

濱
口
秀
昭
師
（
坂
出
教
会
）
＝
教
区
会
計
兼
小
豆
島
教
会
担
当
へ

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・
ロ
ザ
イ
ロ
師
（
中
島
町
教
会
）
＝
サ
バ
テ
ィ
カ
ル

ア
ン
ト
ニ
サ
ミ
ー
・
イ
ル
ダ
ヤ
ラ
ー
ジ
師
（
福
岡･

古
賀
教
会
）
＝
中
島
町
教
会
へ

佐
藤
直
樹
師
（
小
豆
島
教
会
）
＝
教
区
青
少
年
宣
教
司
牧
担
当
・
中
島
町
教
会
居
住

土
屋
和
彦
師
（
さ
い
た
ま
教
区
）
＝
典
礼
委
員
会
委
員
長
・
司
教
館
居
住

司祭異動



殉
教
者
に
倣
い
、
信
仰
を
生
き
る

生
涯
養
成
委
員
会

Sr
メ
リ
ー
・
ギ
リ
ス

二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
列
福
式
に
向
い
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の

意
識
を
強
め
、
信
仰
生
活
を
よ
り
深
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
司
教

様
に
よ
る
「
殉
教
者
の
霊
性
」
講
座
を
実
施

し
ま
し
た
。
年
度
が
変
わ
っ
て
、
四
月
か
ら

五
名
の
講
師
（
岡
本
哲
男
神
父
、
松
永
洋
司

神
父
、
川
村
信
三
神
父
、
シ
ス
タ
ー
片
岡
留

美
子
、
古
巣
馨
神
父
）
に
よ
る
講
座
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
宣
教
司
牧
評
議
会
お
よ
び
各

地
区
の
皆
様
と
の
相
談
の
上
で
、
で
き
れ
ば

各
地
区
（
愛
媛
、
香
川
、
高
知
、
徳
島
）
で

行
い
た
い
所
存
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
教
区
民
の
多
く
が
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
こ
の
年
を
充
実
し

た
形
で
生
き
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
出
来
次
第
、

小
教
区
を
通
し
て
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他
の
講
座
も
例
年
通
り
に
計
画
し
て

い
ま
す
。
高
松
で
行
わ
れ
て
い
る
「
聖
書
を

生
き
る
」
、
「
賛
美
の
歌
」
、
「
い
ち
か
ら

は
じ
ま
る
イ
タ
リ
ア
語
」
、
「
子
育
て
の
父

母
と
共
に
」
の
講
座
は
継
続
し
ま
す
。
ま
た

教
皇
様
の
新
し
い
回
勅
の
日
本
語
訳
が
で
き

次
第
（
六
月
の
予
定
）
浜
口
末
男
神
父
様
の

講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
「
人
生
の
秋
を

歩
ん
で
い
る
人
々
と
共
に
」
の
講
座
は
高
知

と
松
山
で
七
月
ま
で
継
続
し
ま
す
。
「
若
者

と
聖
書
」
は
四
月
半
ば
か
ら
六
カ
所(

高
松
、

高
知
、
丸
亀
、
道
後
、
坂
出
、
鳴
門)

で
行

い
ま
す
。

殉
教
者
の
講
座
に
も
、
毎
週
の
講
座
に
も
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
誘
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
「
宣
教
」
を
目
標
と
す
る
私
た
ち
は
、

神
様
と
自
分
自
身
の
か
か
わ
り
を
深
め
る
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に
そ
の
「
福

音
」
を
述
べ
伝
え
る
使
命
を
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
で
す
。

カトリック高松教区報 ２００８年５月４日（第１２３号）( 3 )

1月26日、2月9日、3月8日の3回の講座を通して溝部

司教は殉教者について「心を揺さぶる内容」の話をしました。

「ヨハネ原主水―『人生にやり直しがきく』」、「レオ税所

七右衛門―『信教の自由と政教分離』」、「トマス金鍔次兵

衛『柔軟にして想像力たくましい牧者』」の３名の殉教者の

生き方についての話を通して「この世に生を受けた者として、

生きることを忠実に歩んだ殉教者、不屈の信仰を持って生き

たこの殉教者に倣って生きることを学び、力もいただいた。」

アンケートの感想の中で一番目立った言葉は｢宣教」でし

た。信教の自由が許されていなかった困難な時代を生き抜い

た殉教者３名はそれぞれの豊かな賜物と個性を持っていまし

た。しかし共通していたことは福音を述べ伝える熱意とキリ

ストへの忠誠でした。｢過去の殉教者の尊い御血がキリスト

のように現代の私たちに豊かに注がれ、私たち一人ひとりが

現代の中に於いて、宣教をすることに呼ばれていると深く感

じました。｣｢宣教に行くことの重大さを感じました。｣｢宣教

とは人と人とのかかわりであり、どのように人と接するか、

神とかかわりを持つかということです。｣｢与えられた命を最

終まで生きること、信仰の中で人と人の交わりの中で今を大

切に生き、多くの人に声を掛ける。これが宣教となる事を願

う。｣｢信仰を伝える使命が自分にあると思いました。日々の

社会生活の中で出会える人々との中にその機会は与えられて

いるのだと感じました。｣｢私のまわりの人々に豊かな信仰の

花、香りを届けられるようになりたい。｣

福音宣教の基盤は｢神とのかかわり｣の深さに根付くもので

あることを 痛感し、信仰生活をより深いものにしたいとい

う意向も多くありました。「どこが違うのだろう。主へのお

もいの深さだろうか。特別な人ではないだろうし、小さな子

もいたし…。何か今の私と違うのかといつも思う。人事と思っ

てはいけないし、私にはとてもできないと言いたくないし、

言ってはいけない。しかしもし、このような立場にたたされ

たなら、はたして信仰を守られるだろうか。すぐころんでし

まうのではないか。その思いが心をよぎる度に、何をする手

立ても出ない私は、申し訳なさにゆるしをこうのみです。主

を愛します、人を愛します、力の限り。」

司牧者トマス金鍔次衛のように｢現代の教会も一人ひとり

を大切にし、一人ひとりが背負っているものに、個別に対応

していけるような柔らかで深い霊性のある指導者が必要と思

います。深い魂のレベルで繋がっている実感を養成できる教

会が必要です。｣という現代の教会への心からのメッセージ

もありました。

「現代の中にも時を見極めた人（レオ税所七右衛門）、弱

さの中に強さをいただいた人（ヨハネ原主水)、散らされた

羊を探すよき牧者（トマス金鍔次兵衛）－その人柄、いきか

たを通して『生きている』ことを深く学びたいです」という

全体をまとめるような感想もありました。

アンケートを書いてくださった方々お一人おひとりが溝部

司教への感謝の言葉と同時に、もっともっとお話が聞きたい

という強い希望を寄せられました。

Sr. メリー・ギリス

「殉教者の霊性」に倣い
～講座受講者アンケートを読んで～



聖
書
勉
強
会

「
若
者
と
聖
書
」
に
参
加
し
て

鳴
門
教
会

野
口
の
ぞ
み

心
の
平
和
を
皆
で
分
か
ち
合
う
こ
と
、
ど

ん
な
仕
打
ち
を
受
け
て
も
愛
し
続
け
る
こ
と

を
教
え
て
下
さ
っ
た
溝
部
司
教
様
。
常
識
で

は
理
解
し
に
く
い
イ
エ
ス
様
の
奇
跡
を
、
奇

跡
を
通
し
て
神
様
が
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
る
、
聖
書
の
読
み
方

を
教
え
て
下
さ
っ
た
佐
藤
神
父
様
。
自
分
の

中
の
悪
魔
に
勝
つ
こ
と
、
自
分
の
中
の
神
様

を
試
さ
ず
信
じ
る
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た

乾
神
父
様
。
イ
エ
ス
様
の
行
為
は
命
が
け
で
、

人
と
し
て
考
え
る
と
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

い
、
と
時
代
背
景
と
人
々
の
気
持
ち
を
教
え

て
下
さ
っ
た
Br
八
木
。
ブ
ラ
ッ
ド
リ
神
父
様
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
聖
書
を
朗
読

し
、
考
え
、
分
か
ち
合
い
、
時
に
は
歌
い
、

お
話
の
後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
。
と
て
も
充
実

し
て
い
ま
し
た
。

効
率
、
能
率
優
先
の
昨
今
、
機
械
み
た
い

に
な
り
た
く
な
い
か
ら
、
傷
つ
い
た
人
も
そ

う
で
な
い
人
も
人
と
し
て
出
会
い
た
い
か
ら
、

聖
書
勉
強
会
は
日
々
の
忙
し
さ
に
忘
れ
そ
う

に
な
る
心
の
存
在
を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
る

時
間
で
す
。

四
月
か
ら
二
回
目
の
勉
強
会
が
始
ま
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

郡
中
教
会

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ

本
田
浩
規

三
月
二
三
日
の
復
活
祭
で
、
洗
礼
を
授
か

り
ま
し
た
。
私
は
小
学
生
の
頃
、
教
会
の
土

曜
学
校
に
参
加
し
な
が
ら
イ
エ
ス
様
や
聖
書

の
お
話
に
つ
い
て
学
習
し
、
お
祈
り
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

中
学
生
の
頃
、
初
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
以
外

の
ミ
サ
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
神
父
様
の
お

話
は
長
く
、
理
解
す
る
こ
と
も
難
し
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
ミ
サ
の
間
に
行
列
を
作
り

祭
壇
に
近
付
く
姿
を
み
て
何
を
し
て
い
る
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
が
聖
体

拝
領
で
あ
る
こ
と
を
ミ
サ
の
後
で
知
り
ま
し

た
。

高
校
生
に
な
っ
て
、
子
ど
も
の
集
い
や
ミ
サ

に
参
加
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
も
ご
聖
体
を
頂
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
こ
の
こ
と
を
ハ
ビ
エ
ル
神
父
様
や
今

泉
先
生
に
相
談
す
る
と
、
そ
の
た
め
に
は
洗

礼
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
猛
勉
強
？
を
行

い
、
こ
の
た
び
洗
礼
を
授
か
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
教
会
を
通
し
て
自
分
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
山
教
会

マ
リ
ア
・
ミ
カ
エ
ラ

西
原

紀
子

今
回
、
義
父
、
娘
、
私
の
三
人
が
洗
礼
を

授
か
り
ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
私
は
今

ま
で
宗
教
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
の
主
人
と
結
婚
し
、
娘
が
生
ま
れ
、
そ

の
娘
を
心
の
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
欲
し
い

と
い
う
願
い
か
ら
、
ロ
ザ
リ
オ
幼
稚
園
に
通

わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
お
か
げ

で
娘
は
思
い
や
り
の
あ
る
や
さ
し
い
子
に
成

長
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
昨
年
、
私
達
家
族
に
つ
ら
く

悲
し
い
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
私
が
泣
い
て

い
る
の
を
見
て
娘
が
、
「
お
母
さ
ん
、
泣
き

よ
っ
た
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
心
配
す
る
よ
。
も
う
泣
か
れ
ん
、
笑
っ
て｣

と
言
っ
て
面
白
い
顔
を
し
て
笑
わ
せ
よ
う
と

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
娘
と
、
決
し
て
泣
き
顔

を
見
せ
な
い
義
母
を
見
て
、
ど
こ
か
ら
そ
の

強
さ
が
出
て
い
る
の
か
不
思
議
に
思
っ
た
の

と
同
時
に
、
こ
れ
が
信
仰
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
た
め
だ
と
感
じ
た
の
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
、
私
が
洗
礼
を
受
け
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
一
番
の
理
由
で
す
。

今
日
の
こ
の
喜
び
を
忘
れ
ず
、
信
仰
に
よ
っ

て
家
族
が
い
つ
も
幸
福
に
導
か
れ
る
よ
う
祈

り
ま
す
。

ド
ミ
ニ
コ

丹
下
隆
雄

洗
礼
の
秘
跡
、
堅
信
の
秘
跡
と
続
く
ミ
サ

の
瞬
間
は
こ
み
上
げ
て
来
る
喜
び
と
充
足
感
、

ま
た
数
多
く
の
信
者
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
安
心
感
か
ら
夢
の
世
界
（
天
国
）

に
い
る
よ
う
な
気
持
で
し
た
。
聖
水
が
額
に

か
か
っ
た
感
触
が
何
か
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
人
生
で
も
っ
と
も
幸
せ
を
感
じ
た

瞬
間
の
一
つ
で
し
た
。

一
九
九
七
年
に
結
婚
式
で
ル
イ
ス
神
父
様

に
担
当
し
て
頂
い
て
以
来
、
約
一
〇
年
間
縁

が
あ
り
、
転
勤
で
ス
ペ
イ
ン
に
行
っ
た
と
き
、

松
山
に
転
勤
で
戻
っ
て
き
て
教
会
に
信
者
や

求
道
者
と
し
て
で
は
な
く
友
人
と
し
て
話
し

に
行
っ
た
と
き
ル
イ
ス
神
父
様
と
話
し
た
後

に
は
、
爽
や
か
な
春
の
微
風
が
心
の
中
を
通

り
抜
け
て
い
く
そ
ん
な
印
象
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

無
償
の
愛
の
源
に
つ
い
て
神
父
様
と
話
し

て
い
る
う
ち
に
、
目
に
見
え
な
い
主
の
恵
み
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松山教会にて
１２名が受洗しました



に
つ
い
て
確
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
洗
礼
を
授
け
て
頂
き
、
信
者

と
し
て
キ
リ
ス
ト
様
の
道
を
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
教
会

マ
リ
ア
・
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン

甲

貞
蘭

ご
復
活
祭
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
徳

島
に
来
て
、
見
学
す
る
気
持
ち
で
訪
れ
た
教

会
で
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
信
じ

ら
れ
な
い
ほ
ど
嬉
し
い
で
す
。
最
初
は
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
神
様
が
私
を
選
ん
で
呼

ん
で
く
だ
さ
っ
た
か
ら
、
神
様
に
預
け
て
気

楽
に
行
こ
う
と
思
う
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
道
の
り
を
や
っ

と
辿
り
着
い
た
感
じ
で
す
。
こ
こ
ま
で
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
神
父
様
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
助

け
て
く
だ
さ
る
周
り
の
皆
様
に
恵
ま
れ
て
幸

せ
で
す
。
私
の
信
仰
の
為
に
祈
っ
て
く
だ
さ

る
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
神
様
の
教
え
に
従

う
よ
う
に
努
力
し
、
神
様
の
光
を
浴
び
な
が

ら
歩
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ェ
ナ
の
カ
タ
リ
ナ

山
本
真
由
美

二
〇
〇
八
年
の
復
活
徹
夜
祭
の
日
に
高
松

教
区
徳
島
教
会
で
洗
礼
を
授
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が

あ
る
大
学
の
先
生
に
誘
わ
れ
て
ク
リ
ス
マ
ス

を
お
祝
い
す
る
た
め
に
教
会
に
行
っ
た
の
は
、

今
か
ら
一
八
年
前
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
か

ら
ク
リ
ス
マ
ス
と
ご
復
活
の
時
は
欠
か
さ
ず
、

教
会
に
足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
洗

礼
を
受
け
る
た
め
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
な
か
な
か
長
続

き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

あ
り
、
そ
の
中
で
神
様
に
生
か
さ
れ
て
い
る

自
分
、
護
ら
れ
て
い
る
自
分
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
昨
年
の
夏
、
突

然
徳
島
教
会
の
マ
ヘ
ル
神
父
様
を
お
訪
ね
し
、

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
今
な
の
か
、
な
ぜ
こ
こ
徳
島
な
の
か
な
ど

と
考
え
る
と
非
常
に
不
思
議
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
ど
う
し
て
私
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
か
、
私
で
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
と

神
様
に
問
う
毎
日
で
す
。

洗
礼
の
秘
跡
を
受
け
、
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
神
の
子
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

カトリック高松教区報 ２００８年５月４日（第１２３号）( 5 )

医療のともしび (９)

診察室の会話から
～アメリカと日本の医療費について～

７０歳の女性で、いつも通院されている患者さんがいます。最近のことで 娘（４２歳）が

アメリカの大学に留学中に、心臓の血管が狭窄する病気になりました。股のつけねから静脈を
採取し、狭窄した血管と置き換えるバイパス手術が心臓血管外科で行われました。計６日の入
院でした。１泊の個室料は約４５万円（計約２７０万円）、６人の医師が関与し各々に支払い
が発生したそうです。退院後のリハビリに理学療法士に約３００万円が必要でした。そして総
額約１５００万円の請求がきました。

幸いにも大学で入っていた保険で９５％、残りの５％も海外旅行保険で出たそうです。ホテ

ル代（退院後）は実費となったそうです。もし保険で出なければ、土地を売らなければならな
かったそうです。

この母親も数年前に、香川県の日赤病院で同じバイパス手術を受けています。請求額は総額
約３００万円であったそうです。ここから３割の負担となり、高額医療返還もありますので実
際の負担は少なかったそうです。

日本の医療費は高いので自然増を抑制しないといけないと、厚労省は言います。しかし、こ
の事例をみると、日本はアメリカの５分の１なのです。

日本の医療は、危機に瀕しています。産科、救急科、小児科の医師不足は特に深刻です。こ
の１０数年間、景気や物価上昇に見合うように医療費が増えれば良かったのですが、実際には
マイナス改定が続きました。しかし、患者が窓口で支払う金額は増加しました。結果的に公的
な保険からの支払いおよび医療機関へ入る医療費は抑制され続け、一方で患者が払う負担は増

加しました。窓口負担が増加すると医療機関の収入が増加すると考えるのが普通ですが抑制さ
れ続けたのです。

国が医療や福祉にかける予算を増加させれば、医師をはじめとする医療従事者の確保、医療
機関の設備充実、介護事業の充実などへ実効性のある対策を立てる事が可能となるでしょう。
医療崩壊を止めるために医療費を増やすのが即効薬だと考えます。（患者が負担する割合は減
らす前提です。）

聖マルチン病院 整形外科 田賀谷健一

右から３人目が山本真由美さん
４人目が甲 貞蘭さん



高
知
地
区
教
会
学
校
の
合
同
卒
業
式

五
名
が
卒
業

ミ
サ
後
遠
足
を
楽
し
む

江
ノ
口
教
会

宮
本
匡
士

三
月
二
日
（
日
）
高
知
地
区
教
会
学
校
の

合
同
卒
業
式
で
し
た
。
中
島
町
教
会
で
「
子

供
と
と
も
に
さ
さ
げ
る
ミ
サ
」
六
年
五
名
が

朗
読
、
共
同
祈
願
と
奉
献
を
担
当
し
、
大
人

と
と
も
に
「W

i
t
h

C
h
r
i
s
t

」
「W

a
l
k

i

n
t
h
e
L
i
g
h
t

」
な
ど
歌
い
ま
し
た
。

卒
業
祝
い
に
と
陶
器
の
ロ
ー
ソ
ク
カ
ッ
プ

（
ロ
ー
ソ
ク
付
き
）
を
送
ら
れ
た
五
名
は
『
毎

日
お
祈
り
し
よ
う
』
と
の
想
い
を
抱
い
て
大

き
な
拍
手
の
中
、
司
祭
と
と
も
に
退
堂
し
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
遠
足
で
す
。
教
会
近
く
の
電
停

よ
り
「
と
で
ん
」
に
乗
り
、
終
点
の
伊
野
駅

前
ま
で
一
般
の
お
客
さ
ん
と
同
様
に
街
並
を

な
が
め
、
マ
ナ
ー
満
点
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。
目
的
地
の
仁
淀
川

に
着
く
と
さ
っ
そ
く
温
か
い
豚
汁
が
準
備
さ

れ
て
い
て
、
大
昼
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
凧

揚
げ
、
水
切
り
（
急
流
の
た
め
ち
ょ
っ
と
む

ず
か
し
か
っ
た
）
な
ど
川
原
で
い
っ
ぱ
い
遊

び
ま
し
た
。

帰
り
は

マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
各

教
会
ま
で

直
行
、
楽

し
い
有
意

義
な
一
日

で
し
た
。

（
歩
き
の
予
定
変
更
の
為
、
伊
野
の
大
黒
様

と
紙
の
博
物
館
の
見
学
は
、
次
回
の
た
の
し

み
と
な
り
ま
し
た
。
）

正
義
と
平
和
協
議
会
に
参
加
し
て

松
山
教
会

桑
田
高
明

こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
会
合
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
経
験
は
初
め
て
で
あ
り
ま
し
た
が
、

環
境
、
政
治
、
人
権
問
題
等
に
端
を
発
す
る
、

生
活
に
密
着
し
て
い
な
が
ら
も
、
多
く
は
直

接
の
解
決
策
が
市
井
の
間
に
講
じ
ら
れ
て
い

な
い
諸
々
の
課
題
に
つ
い
て
、
実
効
的
な
手

段
を
以
っ
て
前
向
き
な
解
決
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
積
極
的
に
拡
大
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

方
々
が
各
地
に
お
ら
れ
る
事
を
知
り
、
深
く

感
銘
を
受
け
た
次
第
で
す
。

同
時
に
、
現
代
社
会
の
日
常
に
隠
匿
さ
れ

た
非
日
常
に
対
し
て
疑
問
の
目
を
持
つ
こ
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
、
各
種
問
題
を
従

来
よ
り
内
部
化
し
て
捉
え
る
事
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
教
義
と
市
民
活
動
を
一
体
の
も
の
と
考

え
、
生
活
と
精
神
活
動
を
一
つ
の
環
境
と
し

て
定
着
さ
せ
て
行
く
事
の
重
要
性
を
改
め
て

実
感
す
る
契
機
に
な
り
得
た
事
は
大
き
な
収

穫
で
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
元
に
、
自
身
も
一
キ
リ
ス

ト
者
と
し
て
、
周
囲
へ
の
具
体
的
な
活
動
、

行
動
を
掲
示
し
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。

カトリック高松教区報 ２００８年５月４日（第１２３号） ( 6 )

遠足にて

地
区
だ
よ
り

神学生だより (２)
東京カトリック神学院

哲学科２年 松田栄作

昨年の入学の時８名いたクラスメートが、１年

経ってみると６名になりました。東京教区の神学

生２人が去りましたが、この２人の決断と行動に

は感銘を受けます。１人は北海道のトラピスト修

道院に入り、もう１人は信徒として生きるという

決意を固めました。

トラピストへ行った神学生は、神が自分に与え

られた道を飽くことなく探し続け、４０代の半ば

にして、決断した道に果断に突き進んで行きまし

た。その勇気と行動力には感銘を受けます。

もう１人の神学生は１年間迷い続けながらも、

神様との関わりの中で、見たくなかったところも

含めて自分を見つめ、もう一度逃げ出すことなく

社会生活を続けることを選び取りました。挫折や

コンプレックスの裏返しから歩む道は本来の道で

はないと悟ったようです。どんな職業にも貴賤の

差はなく、神様との関わりの中で歩む道である限

り立派な奉仕なのだと認識を改めることができた

ようです。彼はまだ２０代の前半であり、模索が

続くかもしれません。しかし元の社会生活に意味

を見出した彼は、身の丈にあった、そして満足の

行く自分の道を切り開いて行くことでしょう。

いずれにしても、自分の人生を神様に委ねた結

果出て来た歩みだと思います。神と向き合い、自

分と向き合い、本来の自分を取り戻した人は、自

ら歩み始めるということなのでしょう。充実した、

意味のある、自分ならではの道を。

アルパカ 那須にて
松田神学生は、このアルパカで
よく和んだとのこと



小
豆
島
教
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

小
豆
島
教
会

浜
野
尚
作

ま
ず
は
、
小
豆
島
教
会
か
ら
ご
復
活
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

①
に
御
ミ
サ

②
に
右
近

③
④
十
二
で
十

二
使
徒
、
二
十
四
の
瞳
・
小
豆
島
・
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
気
高
く
響
き
に
は
豪
気
に
互
恵
・

互
助

見
る
・
聞
く
・
触
れ
る
・
嗅
ぐ
・
味

覚
五
感
で
祈
り
捧
げ
ま
す
。

あ
わ
れ
み
（
キ
リ
エ
）
・
栄
光
（
グ
ロ
リ
ア
）
・

感
謝
（
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
）
平
和
の
賛
歌
（
ア

ニ
ュ
ス
デ
イ
）
神
の
子
羊
つ
ど
い
て
歌
い
、

主
を
賛
美
し
て
祈
り
ま
す
。

信
徒
の
一
致
で
皆
イ
サ
ク
（
笑
う
人
）

小
豆
島
教
会
皆
イ
サ
ク
（
笑
う
人
）

ユ
ス
ト
高
山
右
近

列
福
祈
願
ミ
サ
に
参
加
し
て

小
豆
島
教
会

日
向
育
子

二
月
三
日
（
日
）
一
一
時
か
ら
私
た
ち
小

豆
島
教
会
信
徒
七
名
は
、
溝
部
司
教
様
と
担

当
司
祭
の
佐
藤
神
父
様
に
同
行
し
て
、
ユ
ス

ト
高
山
右
近
列
福
ミ
サ
、
続
い
て
溝
部
司
教

様
の
ご
講
演
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
、
高
槻
に
宿
泊
し
、
司
教
様
と

夕
食
を
共
に
し
、
雑
談
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
と
し
て
、
小
豆
島

で
生
き
て
い
く
難
し
さ
、
ま
し
て
や
宣
教
な

ど
全
く
自
信
が
な
い
と
正
直
な
胸
の
内
を
司

教
様
に
ぶ
つ
け
、
そ
れ
で
も
昨
年
教
会
敷
地

内
に
立
て
ら
れ
た
右
近
像
を
何
と
か
地
域
に

根
付
か
せ
て
、
高
山
右
近
の
偉
績
を
紹
介
で

き
な
い
も
の
か
と
い
ろ
い
ろ
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
が
舞
う
寒
さ
の
中
、
司
教
様

司
式
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
り
、
講
演
が
始
ま
る

ま
で
の
休
憩
の
時
間
に
、
高
槻
教
会
の
信
徒

の
方
に
高
山
右
近
ゆ
か
り
の
史
跡
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
城
の
後
は
、
神
社

や
公
園
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公

園
の
小
高
い
場
所
に
私
た
ち
の
教
会
に
立
っ

て
い
る
像
と
全
く
お
な
じ
右
近
像
が
高
く
そ

び
え
立
っ
て
い
ま
し
た
。
台
座
が
低
い
小
豆

島
の
像
の
方
が
、
等
身
大
で
身
近
に
感
じ
る

と
も
言
っ
て
い
た
だ
き
、
な
る
ほ
ど
と
み
ん

な
で
頷
き
ま
し
た
。
高
槻
城
下
の
大
き
な
絵

も
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、
城
内
の
民
百
姓
の

葬
儀
に
は
一
番
前
で
棺
を
担
が
れ
た
と
い
う

高
山
右
近
の
謙
遜
な
お
姿
が
、
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
し
た
。
講
演
が
始
ま
る
と
、
司
教
様

は
予
定
を
変
更
さ
れ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代

の
信
徒
の
役
割
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
談
義
者
と
い
う
当
時
の
リ
ー
ダ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
親
方
、
組
を
率
い
て
い
っ

た
勢
い
は
、
現
代
に
も
大
き
な
示
唆
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
、
目
か
ら
鱗

で
し
た
。
ま
た
大
阪
教
区
の
信
徒
の
み
な
さ

ま
の
質
疑
と
司
教
様
の
ご
返
答
を
聞
い
て
い

る
内
、
一
昨
年
か
ら
司
教
様
が
教
書
に
も
書

か
れ
て
き
た
、
「
私
た
ち
の
教
会
は
、
小
教

区
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人
々
の
救

い
の
た
め
に
存
在
し
、
祈
り
、
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
お
言
葉
が
心
に
浮
か

び
、
高
松
教
区
は
新
し
い
福
音
宣
教
の
形
を

こ
れ
か
ら
作
り
上
げ
て
い
け
る
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
の
だ
と
、
大
き
な
喜
び
を
憶
え
ま
し

た
。
高
山
右
近
も
き
っ
と
願
い
を
共
に
し
、

取
り
次
い
で
く
だ
さ
る
と
確
信
し
、
希
望
の

う
ち
に
み
ん
な
で
楽
し
く
巡
礼
か
ら
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
私
た

ち
に
必
要
な
の
は
あ
の
時
代
の
み
な
さ
ま
ほ

ど
の
覚
悟
。

高
松
教
区
を
新
し
く
創
り
あ
げ
て
い
く
た

め
に
、
高
松
教
区
の
信
徒
一
人
一
人
が
形
や

大
き
さ
は
違
っ
て
も
一
つ
ず
つ
そ
の
手
で
石

を
積
み
上
げ
て
、
司
教
様
、
神
父
様
方
と
み

ん
な
で
笑
っ
て
苦
労
を
共
に
し
て
い
く
覚
悟

と
勇
気
。
そ
れ
を
主
に
強
く
願
い
求
め
ま
す
。
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家
族
で
参
加
し
た
思
い
出
深
い

二
十
六
聖
人
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク

三
月
一
日
・
二
日
、
福
田
～
門
司
港

桜
町
教
会

尾
島

舞

今
回
の
巡
礼
は
私
に
と
っ
て
最
後
と
な
り

ま
し
た
が
、
両
親
も
初
参
加
し
、
思
い
出
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
メ
ン
バ
ー
の
皆
様

の
優
し
さ
、
愛
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
た
巡
礼
で
し

た
。
今
、
感
謝
の
気
持
ち

で
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

母
は
少
し
足
が
悪
く
杖

を
使
っ
て
歩
い
て
い
た
の

で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
長

谷
川
さ
ん
は
、
坂
道
の
所

で
先
回
り
し
て
か
ら
ま
た
下
り
、
「
こ
の
坂

は
か
な
り
き
つ
い
か
ら
、
あ
っ
ち
の
道
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
に
来
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ま
た
先
頭
と
遠
く
離
れ
て
し
ま
う
と
、

本
田
さ
ん
が
最
後
尾
の
私
達
が
迷
わ
ず
来
ら

れ
る
よ
う
い
つ
も
後
ろ
を
気
に
し
て
、
止
ま
っ

て
調
整
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
リ
ー

ダ
ー
の
多
田
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
長
崎
の
修

道
院
に
行
く
私
を
巡
礼
ウ
ォ
ー
ク
で
九
州
へ

送
る
た
め
に
、
今
回
必
ず
九
州
へ
入
れ
る
よ

う
計
画
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
家
族
写
真
も
た
く
さ

ん
撮
っ
て
い
た
だ
き
、
私

達
家
族
に
と
っ
て
本
当
に

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。ま

だ
沢
山
の
こ
と
が
あ

り
、
書
き
き
れ
な
い
の
が

残
念
で
す
。
二
十
六
聖
人

も
こ
の
よ
う
に
、
子
供
や

体
の
弱
い
人
を
い
た
わ
り
、
支
え
合
っ
て
歩

ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
巡
礼

で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
し
、
優
し
さ
、
思

い
や
り
の
あ
る
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

尾島さん親子
右が舞さん



高
松
教
区
愛
媛
地
区｢

女
性
の
集
い｣

女
性
の
役
割
を
話
し
合
う

愛
媛
地
区
担
当

木
下

和
子

関

ち
ず
子

溝
部
司
教
様
の
「
教
会
の
刷
新
に
は
、
女

性
の
役
割
が
大
き
い
」
と
い
う
言
葉
を
受
け

て
、
春
の
気
配
は
感
じ
る
も
の
の
、
ま
だ
寒

い
二
月
一
六
日
Sr
ギ
リ
ス
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
愛
媛
の
各
教
会
か
ら
女
性
五
〇
名
が
松

山
教
会
に
集
ま
り
、
四
国
四
県
共
通
テ
ー
マ

の｢

女
性
の
集
い｣

が
開
か
れ
ま
し
た
。

｢

教
会
に
お
け
る
女
性
の
役
割｣

と
い
う
テ
ー

マ
で
、
イ
エ
ス
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
「
女

性
の
持
つ
母
性
＝
育
む
愛
」
が
教
会
の
中
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
。
今
教

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
交
わ
り
・
一
致
」

の
た
め
に
女
性
は
大
き
な
役
割
と
使
命
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
お
話
の
後
、

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。

ど
の
教
会
も
高
齢
化
や
青
少
年･

外
国
人

と
の
交
わ
り
な
ど
、
同
様
の
問
題
を
抱
え
て

い
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
が
出
来
る
こ
と
を

頑
張
り
、
宣
教
に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
て

い
る
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
教
会
の
方
と
交
わ
り
、
話
し
合
い
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
と
め
の
話
の
中
で
、
Sr
ギ
リ
ス
は
「
宣

教
は
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、

自
然
に
湧
き
出
る
も
の
」
、
「
女
性
は
守
る

姿
勢
か
ら
壁
を
つ
く
り
ト
ラ
ブ
ル
の
素
に
な

る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
お
言
葉

を
私
た
ち
は
印
象
深
く
受
け
止
め
ま
し
た
。

彼
女
が
お

帰
り
の
と
き

「
聖
霊
に
満

た
さ
れ
て
い

ま
す
ね
」
と

言
っ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

こ
の
お
言

葉
を
す
ぐ
に

は
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し

た
が
、
後
で
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の

寒
い
中
集
ま
っ
て
下
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
聖
霊
に
素
直
に
心
を
傾
け
受
け
入
れ
、
こ

の
集
い
の
実
り
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
た

事
を
指
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
を
持
ち
、
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
す
。

来
年
も
、
「
ど
う
か
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

姉
妹
た
ち
」
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、

松
山
教
会
の
手
作
り
ケ
ー
キ
を
お
食
べ
く
だ

さ
い
。

最
後
に
、
遠
い
所
か
ら
お
越
し
頂
き
お
世

話
い
た
だ
い
た
Sr
ギ
リ
ス
、
Sr
高
松
に
厚
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー
テ
ア
ト
ロ

聖
劇
を
通
し
て
聖
週
間
を
体
験

桜
町
教
会

長
谷
川

聖

三
月
一
六
日
、
桜
町
教
会
聖
堂
で
第
一
一

回
イ
ー
ス
タ
ー
テ
ア
ト
ロ
「
喜
べ
！
ナ
ザ
レ

の
イ
エ
ス
は
よ
み
が
え
ら
れ
た
！
」
が
上
演

さ
れ
た
。
毎
年
受
難
の
主
日
の
ミ
サ
後
、
教

会
学
校
の
子
供
達
を
中
心
に
、
エ
ル
サ
レ
ム

入
城
か
ら
御
復
活
ま
で
を
上
演
す
る
聖
劇
。

今
年
は
一
七
人
の
子
供
と
二
人
の
大
人
、
そ

し
て
観
客
は
群
衆
と
し
て
参
加
し
、
皆
が
一

体
と
な
っ
て
エ
ル
サ
レ
ム
で
起
こ
っ
た
こ
と

を
体
験
し
た
。
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
を
、
過

去
の
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
、
現
在
の
自
分

の
生
活
の
中
に
お
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。
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グループに分かれての話し合い

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

濱
口
秀
昭
神
父
様

坂
出
教
会

梅
木

正

神
父
様
の
お
か
げ
で
教
会
の
中
、
と
て
も
風
通
し
が
良
く
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

あ
と
三
年
神
父
様
が
居
て
下
さ
っ
た
ら
と
願
っ
た
の
は
、
私
一
人
で
は
な
く
全
員
の
願
い
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
面
あ
ま
り
に
も
忙
し
さ
を
見
て
い
ま
し
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
と

言
う
気
も
し
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
も
し
か
が
当
た
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
月
に
一
回
は
坂
出
に
来
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
、
神
父
様
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

「
何
事
に
も
時
が
有
る
」
を
、
納
得
の
出
来
な
い
事
、
壁
に
ぶ
ち
当
っ
た
時
に
神
父
様
を
思
い

出
し
て
、
自
分
の
生
活
の
中
で
見
つ
め
直
す
時
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

坂
出
教
会
信
徒
一
同
、
い
つ
ま
で
も
秀
昭
神
父
様
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
か
健
康
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
高
松
教
区
の
た
め
に
働
い

て
下
さ
い
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
土
屋
和
彦
神
父
）

初
め
ま
し
て
。
さ
い
た
ま
教
区

か
ら
参
り
ま
し
た
土
屋
和
彦
と
申

し
ま
す
。
自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
産
＝
一
九
六
八
年
二
月
練

馬
四
〇
歳
。
小
学
校
＝
熊
本
卒
。

中
高
＝
宮
城
卒
。
そ
の
後
も
新
潟
・

埼
玉
と
転
々
。
四
国
に
は
今
回
が
初
め
て
。
職
歴
＝
六
年
弱
セ
メ

ン
ト
製
造
会
社
勤
務
の
み
。
一
九
九
六
年
三
月
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
に
入
院
。
二
〇
〇
一
年
二
月
助
祭
叙
階
、
そ
の
後
一
年
余

り
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
て
研
修
。
二
〇
〇
三
年
四
月
に
司
祭
叙
階
の
恵

み
に
与
り
、
北
関
東
の
栃
木
県
内
の
三
小
教
区
（
上
三
川
・
真
岡
・

栃
木
）
で
奉
仕
。

主
と
共
に
溝
部
司
教
様
と
共
に
心
一
つ
に
歩
ん
で
お
ら
れ
る
皆

様
の
働
き
を
、
教
区
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
な

ど
を
通
し
て
、
た
だ
い
ま
勉
強
中
で
す
。
特
に
「
聖
書
」
と
「
殉

教
者
の
生
き
様
」
を
柱
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
諸
活
動
・
協
力

宣
教
司
牧
の
工
夫
に
心
惹
か
れ
ま
す
。
皆
様
と
主
の
食
卓
を
囲
む

時
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

祈
り
の
う
ち
に
。

（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
サ
イ
ズ
神
父
）

ド
ミ
ニ
コ
修
道
会
司
祭
。
ス
ペ

イ
ン
出
身
。
八
一
年
来
日
、
今
治

教
会
、
郡
中
教
会
な
ど
で
司
牧
。

九
〇
年
韓
国
へ
。
以
後
ソ
ウ
ル
で

ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
生
の
指
導
に

当
た
っ
て
き
た
。
今
回
の
来
日
は

十
八
年
ぶ
り
。

道
後
教
会
で
は
献
堂
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
新
し
い
決

意
で
信
徒
と
と
も
に
宣
教
活
動
を
深
め
て
い
き
た
い
。
特
に
青
年

や
子
供
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
。
日
曜
学
校
を
復
活
さ
せ
た
い
。

ま
た
信
徒
の
家
庭
訪
問
や
病
者
訪
問
な
ど
で
信
徒
と
の
絆
を
強
め

て
、
生
き
生
き
と
し
た
信
仰
共
同
体
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

（
イ
ル
ダ
ヤ
ラ
ー
ジ
神
父
）

宣
教
者
と
は
誰
で
し
ょ
う
か
？

子
供
の
頃
私
が
思
っ
て
い
た
の
は

外
国
人
の
こ
と
で
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
が
宣
教
者
で
す
。
今
私
も

日
本
で
宣
教
者
で
す
。
ど
う
し
て

日
本
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
分
か

り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
マ
か
ら
い
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
宣
教
者

た
ち
と
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
名
前
は
ア
ン
ト
ニ
サ
ー
ミ
・
イ
ル
ダ
ヤ
ラ
ー
ジ
で
、
オ
ブ

レ
ー
ト
会
の
司
祭
で
す
。
み
ん
な
「
イ
ル
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
な
ら
、
覚
え
や
す
い
か
ら
で
す
。
三
年
前
イ
ン
ド
か
ら
参
り

ま
し
た
。
二
年
ぐ
ら
い
名
古
屋
に
あ
るY

W
C
A

と
い
う
日
本
語

学
校
で
日
本
語
を
勉
強
し
ま
し
た
。
一
年
間
、
大
阪
の
伊
丹
教
会

で
働
き
ま
し
た
。
今
高
松
教
区
に
あ
る
中
島
町
教
会
の
チ
ー
ム
に

入
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
谷
口
広
海
氏
）

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
四
月
か
ら
教

区
事
務
所
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
谷
口
広
海
で
す
。
未
だ
若

干
六
〇
歳
。

出
身
は
長
崎
県
佐
世
保
市
の
三
浦
教
会
で
す
。
現
在
は
単
身
で

司
教
館
に
居
候
の
身
で
す
が
、
こ

ち
ら
で
の
家
族
構
成
は
、
一
〇
月

頃
に
、
妻
と
娘
と
の
三
人
家
族
に

な
る
予
定
で
す
。
実
を
言
え
ば
、

家
族
全
員
で
一
一
人
に
な
り
ま
す

が
、
現
在
は
一
家
離
散
中
で
、
妻

は
佐
世
保
、
娘
息
子
達
は
長
崎
、
大
分
、
東
京
と
散
り
ぢ
り
。
大

好
き
な
も
の
は
音
楽
、
聖
歌
を
歌
っ
て
い
れ
ば
幸
せ
で
す
。

皆
様
と
の
こ
れ
か
ら
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
の
平
和
の

う
ち
に
。

（
佐
世
保
市
三
浦
町
教
会

信
徒
）

谷
口
広
海
さ
ん
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

最
愛
の
奥
様
・
六
人
の
息
子
さ
ん
・
三
人
の
娘
さ
ん
の
お
父
様

で
す
。
ご
家
庭
で
は
子
供
さ
ん
方
一
人
ひ
と
り
に
正
面
か
ら
向
き

合
わ
れ
、
今
ど
き
な
か
な
か
で
き
な
い
父
親
像
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
教
会
学
校
に
お
か
れ
て
も
、
今
ま
で
た
く
さ

ん
の
子
供
達
に
ご
自
分
の
子
供
と
同
じ
よ
う
に
接
し
ら
れ
、
誉
め

る
と
き
は
誉
め
、
叱
る
と
き
は
叱
り
、
親
以
上
に
愛
情
を
も
っ
て

ご
指
導
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

又
、
教
会
奉
仕
に
は
、
誰
に
も
真
似
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
く

ら
い
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
教
会
学
校
の
カ
テ
キ
ス
タ
は
も

ち
ろ
ん
、
聖
歌
の
指
導
・
ミ
サ
典
礼
の
準
備
等
、
こ
れ
か
ら
居
な

く
な
る
と
困
る
こ
と
ば
か
り
と
、
私
達
残
さ
れ
た
も
の
少
し
不
安

に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
神
様
が
高
松
教
区
に
お
呼
び
に
な

ら
れ
た
の
で
す
か
ら
、
喜
ん
で
皆
様
方
の
も
と
に
送
り
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
谷
口
さ
ん
に
無
理
難
題
を
お
願
い
し
て
、
佐
世

保
の
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
毎
日
忙
し
く
神
様
に
お

仕
え
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
し
く
お
迎
え
し
た

土
屋
和
彦
神
父
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
サ
イ
ズ
神
父
、
イ
ル
ダ
ヤ
ラ
ー
ジ
神
父
、

谷
口
広
海
氏
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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主 な 司 教 日 程

５月１日（木） 殉教者委員会（福岡）

11日（日） 高松ブロック協力司牧堅信式

13日（火） 司祭評議会

14日（水） 西日本地区ソフト交流会

15日（木） 幼稚園連合会総会

16日（金） 宣教司牧評議会

18日（日） ルルド祭（三本松）

19日（月）～23日（金）

ベトナム訪問

24日（土） 朝祷会全国大会（熊本）

28日（水）～29日（木）

教戒師の集い

30日（金） 修道女連盟（奄美）

６月１日（日） 堅信式（松山）

２日（月）～６日（金）

司教総会

10日（火） 司祭評議会

10日（火）～14日（土）

長崎教区司祭黙想会

17日（火） 広報委員会研修会（潮見）

20日（金） 宣教司牧評議会

22日（日） 三河島教会７５周年記念式典

29日（日） カトリック医師会

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

投稿記事募集

【テーマ】
テーマは、特に定めません。

【投稿要領】
字数は３００字以内（写真歓迎）
「所属教会名、住所、氏名」明記のこと。
中傷・誹謗はご遠慮下さい。
原稿はできるだけメールで送って下さい。
写真もデジカメで撮影したものはメール

で送って下さい。

【投稿先】
メール：tk-koho@mxi.netwave.or.jp
郵 便：〒760-0074

高松市桜町１丁目８－９
カトリック高松司教区広報担当
ＴＥＬ：087-831-6659
ＦＡＸ：087-833-1484
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WYD in JAPAN 「世界青年の日」を国内でも盛り上げよう！

第23 回「世界青年の日」が2008 年７月15 日から20 日にかけて、シドニーにおいて開催されます。しかし、

日本の多くの青年たちは、種々の理由でそれに参加することが難しいでしょう。そこで、これまでも日本の中で行っ

ていた日本版のWYD を青少年司牧部門として企画したいと考えました。シドニー大会でも国内でのWYD を準備

することは考えていましたが、早くより国内でも「世界青年の日」を実現したいとの要望があがっており、その熱

意を何とかして実現したいと、今回は青少年司牧部門の中に準備組織を立ち上げました。これから全国の教区の青

少年委員会と連絡をとって実現に向けての歩みをいたすつもりです。シドニー大会も、国内版も、大会に参加する

ことは大事ですが、それよりも大会に向けての歩みを共にしていくことが大切です。

今回のテーマは、「聖霊と証し」ということです。青年は聖霊に満たされて、自らを変革し、ことばを語ること

ができます。聖霊に活かされた青年は現代社会にキリストの証し人となることができるのです。「世界青年の日」

は、前教皇ヨハネ・パウロ２世によって定められ、聖週間にそってプログラムが作られています。国内の大会もこ

の意向にそって行われることとなります。司教によるカテケージス、十字架の道行き、復活徹夜祭などが盛り込ま

れています。また、ミニ巡礼を行い、共に歩きながら人生を語ることも計画します。「世界青年の日」と称してい

るので、国内であっても日本に生活する多国籍の青年と出会う場所となることを願っています。

高松教区司教 フランシスコ・ザビエル 溝部 脩

日 程 ： 2008年8月14日（木）～17日（日）
会 場 ： 星美ホーム山中林間寮（山梨県南都留郡山中248-1）
費 用 ： 1万8000円（予定）
参加資格 ： 18歳 (高校生を除く) ～ 35歳の青年男女、国籍不問
申し込み ： 下記教区窓口へ
募集期間 ： ～2008年6月30日（200名の定員になり次第、締め切ります。）

高松教区ＷＹＤ in JAPAN 教区窓口
〒760-0074

香川県高松市桜町1-8-9 高松教区本部事務局
TEL 087-831-6659 FAX 087-833-1484
担当者 ブラザー八木


